
　12月～ 1月のプラネタリウム番組でもご紹介したように。今年2012年は珍しい天文現象が目白押し。
中でも金環「日食」（5月21日）、部分「月食」（6月4日）、金星「食」（8月14日）と、「食」とつく天文現
象が多いのが特徴です。そういえば、昨年12月にも皆既月食がありましたね。「食」とは、とある天体
が見かけ上、手前にある天体に隠されていく天文現象のこと。そういう意味では、6月6日に見られる金
星の太陽面通過も広い意味で「食」と言えるかもしれません。
　今回の寄贈品コーナーでは、今年見られる現象を中心に、「食」現象についてその原理と見どころに
ついてご紹介します。

寄贈品コーナー 日食・月食・星食
期間：2012年3月1日～ 3月25日

↑昨年2011年12月10日に見られ
た皆既月食。
今年も6月4日、月が欠けたまま
昇ってくる部分月食が見られま
す。

1987年9月23日に沖縄で見
られた金環日食。
今年5月21日、同じような
金環日食が平塚で見られ
ます。↓

↑2002年3月20日に見られた
土星食。
今年8月14日早朝には、金星
が月に隠される金星食が見ら
れます。

第４回ひらつか囃子太鼓フェスティバル
　市内外から９つの囃子・太鼓の団体が集まり、中央公民館の舞台で祭りばやしを演奏します。今回

初出演の小田原囃子多古保存会は、祭りばやしとしては唯一の県指定文化財です。祭りばやしは地域

ごとに特色があり、平塚周辺の囃子太鼓、藤沢・鎌倉方面の囃子と関連のある田村ばやしや二宮中町

の鎌倉ばやし、それに県西部の小田原囃子と、それぞれ系統の異なる祭りばやしを聞き比べることが

期　日：３月１７日（土）
時　間：午後１時～４時（12時 30 分開場）
会　場：平塚市中央公民館大ホール
入　場：無料

できます。ぜひ、ご観賞ください。なお、

舞台発表後、午後４時 30 分頃から中央公

民館隣の浅間緑地にて太鼓の競り合い（自

由演奏）を予定しています。

出　演：小田原囃子多古保存会（小田原市多古）・諏訪神社鼓南会（平塚市南原）・博物館太鼓連（平
　　　  塚市博物館）・二十四軒町若宮囃子保存会（平塚市平塚）・本宿雅組（平塚市豊田本郷）
　　　  中町囃子保存会（二宮町二宮）・田村ばやし保存会（平塚市田村）・八幡囃子太鼓保存会（平
　　　  塚市東八幡）・長者町囃子保存会（大磯町大磯）
主　催：第4回ひらつか囃子太鼓フェスティバル実行委員会・平塚市博物館

第 3回フェスティバルより二宮町中町囃子保存会の舞台発表
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